
サッカーによる地域活性化について 

 

 

今日では、サッカーは球技としてだけでなく、社会的なつながりを築く媒体としても大い

に注目を集めている。J リーグクラブが地域社会において果たす役割は非常に重要であり、

地域密着がクラブと地域社会の発展において根本的な要素となっているだろう。 

本研究では、サッカーが地域の活性化に与える影響と、その背景にある地域密着の意義に

焦点を当て、クラブが地域にもたらす様々な効果を具体的な事例を通じて探求する。またこ

の論文では最終的にザスパクサツ群馬が地域密着に成功し、地域活性化するにはどのよう

な取り組みをしていかなければならないのかを明確にした。 

 地域密着が強化されたクラブは、地元社会に対して経済的・社会的な活性化、文化との融

合、若手選手の育成、慈善活動、サポーターとの共感など多岐にわたる効果をもたらす。こ

れはクラブが単なるスポーツエンターテインメントの提供者を超えて、地域社会と協力し、

共に成長し合うパートナーとして存在することを示している。地域密着を通じて強固な結

びつきはクラブの成功だけでなく、地域社会の発展と調和にも寄与すると考えられる。 

 ザスパクサツ群馬が地域密着、地域活性化にむけた取り組みとして鹿島アントラーズや

川崎フロンターレのように地元企業、スポンサー、名産品などと連携した取り組みや、V・

ファーレン長崎のような、複合型スタジアムの建設をあげた。しかしそれには莫大な資金が

必要なため、現実的ではない。だからこそ、学校訪問でサッカーの魅力を伝え、夢を与え、

健康スポーツ教室で高齢者の健康増進へ取り組み、社会課題への貢献をするなど、地域に寄

り添った地道な取り組みが必要になってくる。それが地域密着、地域活性化につながってい

くのではないだろうか。 

 

 


